
※行事の予定は諸事情により変更する場合があります。

３年進路関係は学年で配布済みの予定表をご参照ください。

奈

良

教
育

大
学

附
属

中

学
校

通
信

第
三

号(

通
算

三
十

八
号)

二

〇
一

七(

平
成

二

十
九)

年
一

月
十

二

日
発

行

【

一

月

】

６

日

始

業

式

・

身

体

測

定

日

三
年
学
力
診
断
テ
ス
ト
④

11

日

５
組
カ
ル
タ
大
会

13

公

州

か

ら

の

訪

問

日

公

州

歓

迎

交

流

会

14

日

公

州

歓

迎

交

流

行

事

16

日

三

附

属

交

流

会
（

午
後

下
校

）

18

日

附
中
願
書
受
付(

～

日)

19

20

日

と
５
組
の
交
流
会

20

1/3

日

一
年
総
合
・
留
学
生
交
流
会

25

日

平

和

の

つ

ど

い

27

日

(

特)

市

三

年

を

送

る

会

31

附
中
入
試
準
備(

午
後
下
校)

【

二

月

】

２

日

附

中

入

試(

学

力

検

査)

３

日

附

中

入

試(

合

格

発

表)

※
１
日
～
３
日

家
庭
学
習

４

日

合

格

者

説

明

会

６

日

奈
良
私
学
統
一
入
試
日

日

国
立
、
大
阪
・
京
都
私
学

10

統

一

入

試
日

一
・
二
年
奈
良
め
ぐ
り

日

建

国

記

念

の

日

11

日

評

議

員

会

⑤(

午

前)

16

京
都
公
立
前
期
選
抜(

～

日)

17

日

二

年

球

技

大

会

（

四

限

～

）

17

日

５

組
親
子
縄
跳
び
大
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ

20

奈
良
公
立
特
色
選
抜(

～

日)

21

日

三
年

期
末
テ
ス
ト(

～

日)

27

28

一
・
二
年
期
末
テ
ス
ト(

～

１

日)

【

三

月

】

１

日

三
年
ク
ラ
ス
サ
ー
ビ
ス
・
校
長
講
話

７

日

京
都
公
立
中
期
選
抜

８

日

一

年

球

技

大

会

一
・
二
年
二
者
懇
談(

３
月
中
旬
）

日

奈
良
公
立
一
般
選
抜

10

日

卒
業
式
予
行
・
準
備

13

日

卒
業
式
・
５
組
送
る
会

14

日

一
・
二
年
Ｐ
Ｔ
Ａ

16

日

終
業
式
・
平
成

年
度
修
了
式

21

28

公

州

大

学

校

附

設

中

学

校

と

の

交

流

公

州
大

学

校

附
設

中

学

校

と
の

交

流

で
相

互

に
学

校

を

訪
問

を

す

る

交
流

は

、

今

年
で

５

年
目

を

迎

え

ま
す

。

今

年
も

、

夏

に

は
、

本

校
か

ら

生

徒

６
名

・

教

員
３

名

が

、

公
州

を

訪
れ

、

公

州

よ
り

は

、

今
年

の

一

月

十
三

日

か

ら
十

七

日

に
か

け

て

、

奈
良

を

訪

問
さ

れ

ま

す
。

十

四

日
は

歓

迎

交

流
会

を

、

十
六

日

に

は

附
属

中

学

校
全

体

で

彼
ら

を

お

迎

え
し

ま

す

。

今

年

の
交

流

会

で
は

、
「

縁

日
」

と

い

う
催

し

が

企

画

さ

れ

て
お

り

、

公

州
の

生

徒

た
ち

や

先

生

方
を

お

迎

え
す

る

準

備
を

進

め

て

い
ま

す

。

縁
日

で

は

、

金
魚

す

く

い
や

綿

菓

子
、

ヨ

ー

ヨ

ー
釣

り

な

ど
楽

し

い

企

画
が

た

く

さ

ん

用

意

さ

れ
て

い

ま

す
。

育

桜

会

か
ら

も

、

食
事

の

準

備

な

ど

た

く

さ
ん

の

応

援
を

い

た

だ

き
ま

す

。

ま

た

、
十

六

日

（
月

）

に

は
、

公

州

生

徒

、

教
員

の

方

々
を

附

中

に

お
迎

え

し

、

学

校

全

体
で

の

交

流

会
や

、

体

験
授

業

に

参

加

し

て
い

た

だ

く

こ
と

に

な

っ
て

い

ま

す

。

新

年

を
迎

え
て

―

虫

の
目

、
鳥

の
目

、
魚

の
目

、
コ
ウ
モ
リ
の
目

―

学

校

長

松

川

利

広

今
年

の
干

支

は
「
酉

（
と
り

）
」
。
「
と
り

」
か
ら
「
鳥
」
、
さ
ら
に
「
鳥

」
か
ら
「
鳥

の
目

」
を
連

想

し
た
と
こ
ろ
で
、
何

と
は
な
し
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
検

索

の
窓
に
「
鳥

の
目
」
と
入
力

し

て
み
ま
し
た
。
す

る
と
、
Ｅ
テ
レ
の
番

組

「
テ
ス
ト
の
花

道

ニ
ュ
ー
ベ
ン
ゼ
ミ
（

月

曜

午

後

七

時

二
五

分

～

七

時
五

五

分

、
土

曜

午
前

一

〇

時
三

〇

分

～

一
一

時

（
再

放

送
）
）
」
に
誘

（
い
ざ

な
）
わ
れ
、
し
ば
し
「
ニ
ュ
ー
ベ
ン
ゼ
ミ
」
の
時
間

を
楽

し
む
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

「
ニ
ュ
ー
ベ
ン
ゼ
ミ
」
の
「
ニ
ュ
ー
ベ
ン
」
と
は
、
新

し
い
（
ニ
ュ
ー
）
勉
強

法

（
ベ
ン
）
の
こ
と
で
、
同

番

組

の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
使

え
ば
「
一

〇

代
に
人
気

の
動

画

と
勉

強
法

が
コ
ラ
ボ
！

」
し
、
「
動

画

ク
リ
エ
ー
タ
ー
続

々
登

場

！

」
す

る
ユ
ニ
ー
ク
な
番

組

で
す

。
こ
の
番

組

は
、
「
学

び
方

を
学

ぶ
」

上

で
、
多

く

の
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く

れ
ま
す

。
最
近

話

題

に
な
っ
て
い
る
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン

グ
」
の
一

助
に
な
る
よ
う

に
思
い
ま
す

。
対

象

は
、
中

・
高

生

で
す

が
、
大

学

生

や
社

会
人

に
と
っ

て
も
大

い
に
参

考

に
な
る
内

容
で
す

。

さ
て
「
鳥

の
目
」
に
話

を
戻

し
ま
し
ょ
う

。
「
鳥

の
目

」
は
、
二

〇
一

一

年

九
月

一

九

日

（
月

）

に
放

送

さ
れ
た
「
頭

フ
ル
回

転
シ
リ
ー
ズ

そ
の
三

、

人

と
違

う
発

想

を
す

る
」
中
で
取
り

上

げ

ら
れ
て
い
ま
す

。

番

組

で
は
、
人

と
違

う
発

想

を
す
る
た
め
に
「
広

げ
る
鍵

」
と
「
つ
な
げ
る
鍵

」
の
二
つ
の
鍵
が

紹

介

さ
れ
ま
す
。
「
鳥

の
目

」
は
、
「
広

げ
る
鍵

」
の
一

つ
で
、
他
の
「
虫

の
目
」
「
魚

の
目

（
目

に
見

え
な
い
時

間

の
流

れ
や
世

の
中

の
流

行

な
ど
を
感
じ
と
る
目

）
」
、
「
コ
ウ
モ
リ
の
目

（
物

事

を
反

対

か
ら
見

た
り

、
普
通

の
見

方

に
捉

わ
れ
ず

想

像
を
膨

ら
ま
せ
た
り

、
固

定

観
念

を
崩

し
て
見

る
目

）
」
と
一

緒

に
活

用

す
る
と
こ
ろ
に
意

味

が
あ
る
と
述

べ
ま
す

。

そ
の
四

つ
の
目

を
駆

使
し
て
、
対
象

を
よ
く
見

る
と
、
い
つ
も
の
見

方

で
は
見

え
て
こ
な
か
っ
た

性

質

や
側

面

が
見

え
、
発
想

の
幅

が
広

が
る
と
説

き
ま
す

。
ま
た
、
二

つ
目

の
「
つ
な
げ
る
鍵
」
で
、

一

見

、
関

係

な
さ
そ
う
な
別

々

の
要

素

の
中

に
共
通

点

を
見

つ
け
る
コ
ツ
を
つ
か
め
ば
、
手

持

ち

の
情

報

を
自

在
に
組
み
合
わ
せ
て
、
ユ
ニ
ー
ク
な
発

想

を
生

み
だ
す

こ
と
が
で
き
る
と
語

り

か
け

ま
す

。

「
人
と
違

う
発

想

を
す

る
」
態

度
は
、
心

に
「
ハ
リ
（
強

度
）
、
コ
シ
（
弾
力

）
、
ツ
ヤ
（
潤

い
）
」
を

与

え
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
毎

日
の
生

活

の
中

で
、
出

現
す

る
様

々

な
問

題
や
課

題
（
勉
強

の
こ

と
、
友

達
の
こ
と
、
家

族
の
こ
と
、
将

来
の
こ
と
な
ど
）
を
解

決

し
た
り
乗

り

越

え
た
り
す

る
と
き

に
活
用

し
た
ら
よ
い
よ
う
に
思

い
ま
す

。
た
と
え
ば
、
「
虫

の
目

」
で
見
れ
ば
大
き
な
こ
と
が
、

「
鳥
の
目
」
で
見

れ
ば
小

さ
な
こ
と
で
あ
っ
た
り

、
「
魚
の
目

」
で
見

れ
ば
古

風
の
中

に
新

風

を
感

じ
た
り

、
「
コ
ウ
モ
リ
の
目

」
で
見

れ
ば
間

違

っ
て
い
た
こ
と
が
正

し
か
っ
た
り

す

る
こ
と
も
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
酉

」
は
、
稲

を
は
じ
め
穀

物

の
結

実

・
収

穫
を
意

味

し
、
形

状

は
酒
を

盛
る
器

の
象

徴

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

。
そ
の
こ
と
か
ら
酉
は
「
と
り

こ
む
」
の
発
想

か
ら
、
「
幸

せ
（
福

）
を
と
り
こ
む
」
と
い
う

意
味

を
も
つ
よ

う

に
な
り

ま
し
た
。
こ
こ
に
は
、
「
同

音
異

義

語

」
に
着

目

し
た
「
つ

な
げ
る
鍵

」
が
使
わ
れ
て
い
ま
す

。

こ
の
一

年
が
、
し
な
や
か
で
瑞

々

し
い
発
想

の
も
と
、
豊
か
で
実

り

多

い
「
と
り

年

」
で
あ

り

ま
す

よ
う
に
。

入試直前!ステップアップ！

３年生の入試対策として「ステップ
アップ講座」を実施しました。４日間
全２６講座、のべ３１１人が参加し、
生徒たちは、大変熱心に取り組んでく
れました。また、後援会のご支援もい
ただき、２学期末懇談中に全学年で数
学の学習会が行われました。
あと少しで入試も始まり

ます。悔いの残らないよう
一生懸命やりきってほしい
と願っています。

部活動アンケート

昨年、１０月に、部活動アンケートを実施

しました。生徒の皆さんが、学校生活におい

て、楽しみにしている活動のひとつである部

活動が、より充実したものになってほしいと

の願いを持ち、アンケートを実施しました。

アンケート結果やそこで出された意見につ

いては、学校長・副校長・主幹より、各部の

顧問の先生には直接お伝えいたしました。



テニス部

奈良県中学校新人大会 団体 第３位

奈良県中学校新人大会 女子ダブルス 第３位

平田 彩花 宮本 こあき

全国選抜大会 奈良県予選 女子の部 第３位

陸 上 部

奈良県学年別対抗陸上競技大会

２年男子 走り幅跳び 第１位 佐藤 拓海

２年男子 １１０ｍＨ 第２位 掃部 元章

１年男子 ８００ｍ 第２位 松浦 航平

バドミントン部

奈良市中学校新人大会

１年女子シングルス 第１位 獅子内 一奈

バレーボール部

奈良市中学校新人大会 第３位

ハンドボール部

JOCジュニアオリンピックカップ 近畿大会 第２位 奈良県選抜メンバー 山口 七海

水泳部

奈良県中学校学年別水泳競技大会

３年男子１００ｍバタフライ 第１位 上田 誠

３年女子２００ｍ個人メドレー 第３位 田中 真由

１年女子１００ｍ背泳ぎ 第４位 髙野 心麗

１年女子１００ｍ自由形 第５位 筒井 美有

奈良市民体育大会 夏季大会

中学男子１００ｍ自由形 第１位 上田 誠 ５８秒６７＜奈良市新記録＞

中学女子２００ｍリレー 第２位 田中 真由 池内 日奈子 山田 実步 上田 真琴

中学女子２００ｍメドレーリレー

第３位 田中 真由 池内 日奈子 山田 実歩 上田 真琴

中学女子２００ｍ個人メドレー 第２位 田中 真由

バスケットボール部

奈良県中学校１年生大会ブロック 第１位

美術部

第 43回ジュニア美術展覧会 入選 世戸口 麻稀 入選 髙野 詩乃

数学科数学研究発表会

最優秀賞 三原 菜月 優秀賞 塩野 愛理

科学部

奈良県児童・生徒発明くふう展

奈良県市町村教育委員会連合会長賞 近藤 妃莉

毎日新聞支局長賞 小和田 紗稀

日本学生科学賞 佳 作 大垣 亮太

短歌賞

産経新聞主催 第 5回 家族を歌う河野裕子短歌賞 入選 朝熊 千華子

科学賞

日本学生科学賞 佳 作 兼光 利彩子 松岡 帆都里 横山 碧 夏目 花

大井 風汰

学校賞 奈良教育大学附属中学校

科学研究実践活動推進プログラム成果発表会 奨励賞 横山 碧 夏目 花

吉野神宮学書展

特選 藤谷 瞳 古林 瑞貴 島田 百合加

ＪＩＣＡエッセイコンテスト

佳 作 大西 美和

附中生が各分野で

活躍してくれていま

す。前回の佐保田の

丘（２学期第二号）

以降の表彰を掲載い

たします。


